
 

大垣都市計画第一種市街地再開発事業の変更（大垣市決定） 

 

都市計画大垣駅南前地区第一種市街地再開発事業を次のように変更する。 

名称 大垣駅南前地区第一種市街地再開発事業 

施行地区面積 約 1.2 ha 

公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道路 

種別 名称 幅員 延長 備考 

幹線道路 

都市計画道路 

3･3･1号 大垣駅南口線 
36m 約100m  

都市計画道路 

3･3･18号 高屋桧線 
25m 約 80m  

区画道路 

市道 宮東外側 1 号線 6m 約 90m  

市道 宮郭 1 号線 6m 約 90m  

市道 室桐ヶ崎 1 号線 6m 約 85m  

市道 室高屋 1 号線 8m 約100m  

公園及 

び緑地 

名称 種別 面積 備考 

― ― ― ― 

    

下水道 公共下水道整備済 

その他の

公共施設 

法定外公共物（水路、橋上広場） 

 

建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
計
画 

街区番号 

建築物 敷地面積に対する 

主要用途 
（参考） 

高度利用地区の 
制限内容 

備考 
建築面積 延べ面積 

建築面積
の割合 

建築物の 
延べ面積 
の割合 

街区全体 約4,200㎡ 

 
 

約19,100㎡ 

約6.6/10 約29.1/10 

店舗 

住宅 

駐車場 

公益施設 

宿泊施設 

最高限度 
容積率 70/10、50/10 

最低限度 
容積率 20/10、17/10 
建築面積200㎡ 

 

建
築
敷
地
の
整
備
に
関
す
る
計
画 

街区番号 建築敷地面積 整備計画 

街区全体 約6,300㎡ 

歩行者動線に配慮した通路や緑地帯を配置し、歩行者の安全性、

快適性の確保を図る。 

第１街区 約2,400㎡ 

第２街区 約2,700㎡ 

第３街区 約1,300㎡ 

住宅建設の 

目標 

戸数 面積 備 考 

約75戸 約6,600㎡  

「施行区域、公共施設の配置、街区の配置は計画図表示のとおり」 
 

理由 

大垣駅南前地区の市街地再開発事業の進捗に伴い、施設計画の変更が生じたため第一種市街地再開発事業

の都市計画変更を行う。 

容積対象面積 

約 18,100 ㎡ 



 

大垣都市計画第一種市街地再開発事業の変更（大垣市決定）新旧対照表 

 

都市計画大垣駅南前地区第一種市街地再開発事業を次のように変更する。 

名称 大垣駅南前地区第一種市街地再開発事業 

施行地区面積 約 1.2 ha 

公
共
施
設
の
配
置
及
び
規
模 

道路 

種別 名称 幅員 延長 備考 

幹線道路 

都市計画道路 

3･3･1号 大垣駅南口線 
36m 約100m  

都市計画道路 

3･3･18号 高屋桧線 
25m 約 80m  

区画道路 

市道 宮東外側 1 号線 6m 約 90m  

市道 宮郭 1 号線 6m 約 90m  

市道 室桐ヶ崎 1 号線 6m 約 85m  

市道 室高屋 1 号線 8m 約100m  

公園及 

び緑地 

名称 種別 面積 備考 

― ― ― ― 

    

下水道 公共下水道整備済 

その他の

公共施設 

法定外公共物（水路、橋上広場） 

建
築
物
の
整
備
に
関
す
る
計
画 

街区番号 

建築物 敷地面積に対する 

主要用途 
（参考） 

高度利用地区の 
制限内容 

備考 
建築面積 延べ面積 

建築面積
の割合 

建築物の 
延べ面積 
の割合 

街区全体 
約4,400㎡ 

約4,200㎡ 

 

約24,100㎡ 

約19,100㎡ 
約7.1/10 

約6.6/10 

約36.5/10 

約29.1/10 

店舗 

住宅 

駐車場 

公益施設 

宿泊施設 

最高限度 
容積率 70/10、50/10 

最低限度 
容積率 20/10、17/10 
建築面積200㎡ 

 

建
築
敷
地
の
整
備
に
関
す
る
計
画 

街区番号 建築敷地面積 整備計画 

街区全体 約6,300㎡ 

歩行者動線に配慮した通路や緑地帯を配置し、歩行者の安全性、

快適性の確保を図る。 

第１街区 約2,400㎡ 

第２街区 約2,700㎡ 

第３街区 約1,300㎡ 

住宅建設の 

目標 

戸数 面積 備 考 

約120戸 

約75戸 

約11,100㎡ 

約6,600㎡ 

 

「施行区域、公共施設の配置、街区の配置は計画図表示のとおり」 
 

理由 

大垣駅南前地区の市街地再開発事業の進捗に伴い、実施設計の変更が生じたため第一種市街地再開発事業

の都市計画変更を行う。 

容積対象面積 

約 22,700 ㎡ 

約 18.100 ㎡ 

変更前は 赤色表記 

変更後は 黒色表記 
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大垣都市計画第一種市街地再開発事業 

大垣駅南前地区第一種市街地再開発事業の変更 理由書 

 

 

１ 大垣駅南前地区の位置づけ 

 本地区周辺は、現在、老朽化した建物が多く、耐震性・安全性のほか、空き店舗等の

増加による中心部の拠点機能の低下が課題である。令和元年には、本市唯一の百貨店が

閉店するなど、商業の空洞化は著しい状況となっている。 

 

２ 上位計画における位置づけ 

「大垣市都市計画マスタープラン」では、中心市街地の再生にあたって、市街地再開

発事業等による再開発の推進、都市型住宅の供給促進、建築物耐震化の促進や密集市街

地の防災対策等により、人々が安全かつ安心して集い、住まう、にぎわいのある都心空

間の再構築を掲げている。 

また、「大垣市未来ビジョン第2期基本計画」では、中心市街地においては、居住の促

進や賑わいの創出のため、市街地再開発を計画的に推進するとしている。 

 

３ 当該都市計画の経緯 

令和6年4月に、大垣駅南に位置する高屋町1丁目、桐ケ崎町、宮町1丁目からなる約1.2

ヘクタールの大垣駅南前地区において、土地の合理的かつ健全な高度利用を図りつつ、

大垣駅南前の都心居住の推進と賑わいの創出を実現するため、高度利用地区を指定する

とともに、大垣駅南前地区第一種市街地再開発事業の都市計画決定を行った。 

 

４ 当該都市計画変更の必要性 

大垣駅南前地区市街地再開発組合では、事業推進において、事業の採算性や実現性を

高めるため、住宅等の建築面積や延べ床面積を変更する必要が生じた。また、大垣駅南

前の都心居住の推進と賑わいの創出を確実に実現するため、宿泊施設を含めた計画に見

直されたことから、主要用途を変更する必要が生じた。 

 

以上の理由から、当該都市計画の変更を行うものである。 


